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小動物侵入による全停電事故！
奥州事業所 田中 宏宜

キュービクル内部への小動物侵入により停電事故
に繋がった事例をご紹介します。

〔状況〕
６月初旬のお昼頃、電気事故受付センターから「お
客さまより全停電したとの連絡があったので対応し
て欲しい」との連絡がありました。その日は晴れて
おりましたが、何があったのかと不安な思いで現場
に向かいました。

〔調査〕
約30分後、現場に到着しお客さまに挨拶したとこ
ろ、「いきなり電気が使えなくなった」とのことで
非常に困っている様子でした。早速調査に取り掛か
り柱上の高圧気中開閉器（ＰＡＳ）を確認したとこ
ろ、地絡継電器（ＧＲ）が動作し、トリップ（切）
しておりました。お客さまの高圧電気設備で何か不
具合があったと判断し、キュービクル内に安全処置
のため短絡接地器具を取り付けた後、点検に取り掛
かりました。外観点検を開始してすぐ同僚の「高圧
交流負荷開閉器（ＬＢＳ）にヘビがからみついてい
ます！」との叫び声でヘビが高圧充電部に触れて地
絡したものだと判明しました。
取り除こうとしたところヘビはなんと生きており
ましたが、同僚がおそるおそる取り除き、ヘビが侵
入した経路を探すことにしました。

〔原因〕
キュービクル上部に穴が空き、内部に鳥の巣がで
きておりましたので、ヒナを狙ったヘビがキュービ
クルに侵入し高圧充電部に触れて地絡したことが原
因と判明しました。

〔復旧〕
キュービクルの穴が空いた箇所からヘビが侵入し
ないようウエスで簡易的に隙間を埋め、他に異常が
ないことを確認し調査から30分ほどで無事復旧とな
りました。

〔お客さまの声〕
お客さまに事故原因の説明とキュービクルの穴の
状況を確認していただいたところ、「まさかあの小
さな穴からヘビが侵入していたとは」とびっくりさ

れておりました。また、「早急に復旧していただき
大変助かりました」、「再度ヘビが侵入しないよう早
急に対策します」と感謝のお言葉をいただきました。

〔まとめ〕
今回は、キュービクル内部へのヘビの侵入による
ものでした。屋外に設置のキュービクルは、経年に
よる錆等で腐食し隙間や穴が空くと小動物の侵入口
となることがあるため、日ごろからの外観点検の重
要性を再確認した事例でした。お客さまにおかれま
しても、小さな隙間等見つけましたら早めの対応が
必要となりますので、当協会へご連絡をお願いいた
します。
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